
令和２年度 岡山県立倉敷工業高等学校特別入学者選抜選択実施する検査（実技） 

問 題 用 紙 

工業化学科 

 

実験に用いる薬品と器具類 

食塩，薬包紙，電子てんびん，薬さじ，メスシリンダー（100mL），試験管立て， 

試験管，ビーカー（100mL），ガラス棒，こまごめピペット，ＢＴＢ溶液， 

ピペットスタンド，廃液用ポリビーカー，安全眼鏡，雑巾
ぞうきん

， 

水溶液（Ｂ，Ｃ），洗浄
せんじょう

びん（水） 

注意 水１cm３は１ｇとする。また，１cm３＝１mLである。 

   水や食塩などがこぼれたときは，雑巾でふきとりなさい。 

 

課題１ 

 下に示す手順に従って質量パーセント濃度が５％の食塩水（Ａ溶液）を 20ｇつく

りなさい。必要な食塩と水の質量を解答用紙に記入しなさい。 

手 順 

（１）安全眼鏡を着用する。 

（２）電子てんびんのスイッチのＯＮボタンを押し，電源を入れる。 

（３）薬包紙を用い，電子てんびんで必要な分量の食塩をはかりとる。 

（４）必要な水をはかりとる。 

（５）ビーカーに溶質，溶媒の順に入れ，食塩をガラス棒を用いて完全に溶かす。 

 

課題２ 

 下に示す手順に従ってＡ溶液・Ｂ溶液・Ｃ溶液が何性であるかを調べ，解答用紙

に記入しなさい。 

手 順 

（１）課題１でつくったＡ溶液と，用意しているＢ溶液・Ｃ溶液を，溶液と同じ記号（Ａ・

Ｂ・Ｃ）のこまごめピペットを用いて３mLずつ吸い上げ，同じ記号（Ａ・Ｂ・Ｃ）

の試験管へ移す。 

（２）それぞれの試験管へＢＴＢ溶液を１～２滴加え，よく振り混ぜて色の変化を見る。 


